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【背 景】

集中冶原を必要とする患者は全身状態の色にととも

に， 皮膚の生理機能も低下しているため， ーI斐反膚障

害を生じると治癒しにくいだけでなく， そこからの感

央を招くこと さらに重症化のリフ、クとtJるc

当院のCCUては， 数遍間に度る挿管羞士甲を余儀な

＜される場合か多く， 固定／］］テ ー プは刺激の少ないア

クリル素材を使用し， 1日2日交換を手順化するなと:·,

皮膚障害の予11方に努めているc しかし． 当鳳のCCじ

における全挿管患者の約20%秤度か， 何らかの皮膚障

害を呈している。

先行研究において， 皮膚障害予防に関するエビデン

スか示されつつあるか， 要因の1つである角質層のバ

リア機能の低 1ヽ については工ビテンスか見当らなかっ

た。そこて外昇からの細閤や接触性皮磨炎を惹起する

異物， あるいはアレルケンなどの侵入を防御する角質

層のバリア機能を糀持するスキンケアに蔚日ぃ 研究

に取り組んだc

【目 的】

（由性成分を合む拭き取り月�15じ争剤を使用することで，

医僚用粘着テ ー プによる皮膚障古の予防に効果かある

か明らかにする。

【方 法】

健康な女性50名を対象に， 左腕は（由性成分を含む拭

き取り用洗浄剤てスキンケアを行う
“

スキンケア有群"

右腕はそのままテ ー プを貼付する
“

スキンケア無群"

として時間経過による皮膚状態を比較した。両上腕内

側に医療用テ ー プ（アクリル綿布累， 伸縮布）を3枚す

つ貼付し， 24, 48, 72時閏後に1 枚すつテ ー プを剥離

し， 皮膚状態の観察と肌品度計を用い水分贔・（由分を

測定した。皮膚仰害の評価は， テ ー プの剥離刺激か消
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退する60分後とし， グレ ー ト〇：紅斑なし， クレ ー ト

1 : 非常に軽度な紅斑， クレ ー ト2 : 紅斑， クレ ー ト

3 : 表皮剥離の4段階とし， 実施者5名で判定した。

実施期間は平成28年7月~8月てあっ↑こ分析方1去

は24, 48, 72時間後の皮膚障害の平均評価得点にお

いて， t 検定を行い， 危験率5%未満(p<0.05)のと

きに有意差かあるとした。

倫埋的配慮
・

研究の趣舌と方法， 研究参加の自由意

思と中途辞退の自由， プライハシ ー の保護について書

面と口頭で説明し， 書面で同意を碍た。また， 皮膚ア

レルキ ー のある人は対象としないことを町出した。本

研究は， 所属病院看護部の倫刑審査委員会の承認を街

て実施した。

【結 果］

対象者の半均年齢は34.4歳(21歳~57歳）。テ ー プ

貼付後72時間後までを通して認めた皮膚応古は， “ス

キンケア無群,, でグレ ー ト 1 か11名(22%), グレ 一

ド2が9名(18%), グレー ド3か0名(0%) であっ

た。（図1 , 2参照） ー方， "スキンケア[店f' ては

クレ ー ト1か11乞(22%), グレ ー ド2か12乞(24%),

グレ ー ト3か1名(4%)であった。24時間後の発生

者数に違いがあるか， 48·72時間後では逹いはなかっ

た。（図3, 4参照）皮膚障害の平均評価得点の比較

を時間経過別に解析したところ， 24時間後
“

スキンケ

ア有群
”

の皮膚障害評価得点は有意に高かったか

(p<0.05「 t 検定」）， 48, 72時間後に有意羞はなかっ

た。（図5参照）

水分量・油分の平均値の推移では， テ ー プ貼付前，

24·48·72時間後において， 正常範囲を大き＜超える

ことはなかったか， “スキンケア有群
”

で， 油性成分

を含む洗浄剤を使用したにも閃わらす， スキンケア直

後には油分か減少していた。（図6, 7参照）
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貼付前 スキンケア後 24時間後 18時間後 72時間後
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24時間後 48時刷後 72時間後

国グレ ー ト2: 紅斑

符グレ ー ドl: 非常に庫各度な
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水分量 40~60% 平均値

16-22% 水分と泊分のバランスが良い

油分 23~33% 水分と1由分のハランスか普通

34-63% 油がちの肌質
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【考 察】
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従来テ ー プかぶれの要因と言われているテ ー プ貼付
と刹離については工ビテンスに準じた方法で実施した
にも関わらず，皮膚障古か発生した。テ ー プ貼付面の
形状に沿って紅斑を認めたため，刺激性接触皮膚炎の
可能性があり，テ ー プの接触刺激に対して肌のバリア
機能が弱かったことで生じたと考える。そこに，細薗
繁殖が関与しているかは今回の結果からは明らかでは
ない。

“スキンケア有群” “スキンケア無群” の比較にお
いて，24時間後 “スキンケア有群"で皮膚障害の発生
が有意に高かった。これは，スキンケア後に油分が低
下したことから，皮膚のバリア機能か一時的に低下し
たためと考える。洗浄剤の使用が皮膚の油分を低下さ
せる可能性があるという従来の結果に一致している。
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その後48·72時間には有意差がなかった。 これは， ス

キンケア以外の実験条件を整えて実施したか， 対象は

普段から清潔か保たれており， 年齢も若く， 皮膚の抵

抗力も高いことなどから， 結果に差がでなかったと考

える。

実際の想定するCCU患者の多くは高齢であり， 加

齢に伴う皮膚の老下に加え， 様々な皮膚の生理機能を

捐なう要因を持っており， 今回の結果がそのまま患者

に適応できるとは考えにくい。

テ ー プかぶれには， 多くの要因が複合的に影曹して

おり， 細菌繁殖の影轡だけをみる実験条件を十分に整

えられなかった可能性がある。 仮説検証方法を再検討

してい＜必要がある。

【結 論】

今回の目的として， 油性成分を含む拭き取り用洗浄

剤を使用することで， 医療用粘着テ ー プによる皮膚障

害の予防に効果に違いは見られなかった。 そして， 医

療用テ ー プ貼付後72時間後までの比較において， 24時

間後を除き， “スキンケア有群
”

“スキンケア無群
,,

の皮膚障害の発生数においても同様に， 発生数の違い

はなかった。

今回の対象は普段から清潔か保たれており， 年齢も

若く， 皮膚の抵抗力も高い健康な成人であったことな

どから結果に差がでなかったと考える。

テ ー プかぶれには， 多くの要因が複合的に影響して

おり， 細菌繁殖の影響だけをみる実験条件を十分に整

えられなかった可能性があり， 仮説検証方法を再検討

してい＜ことが今後の課題である。
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